
 

 

 
１、実践の目的 
 山北中学校のスローガンは「すべての生

徒が安心して自己表現できる学校をめざし

て」である。各教科で「社会で生かせる思考

力・判断力・表現力」すなわち「問題解決能

力」を育成することにより、スローガンにあ

る「安心して自己表現するための力」につな

がると考えた。 

こうした資質・能力の育成のために、今年

度は「子どもの姿から成果を見とること」を

大切にした。授業づくりにおいては、単元を

貫く学習課題を設定し、山北スタンダード

カリキュラムの「受け取る力」「伝える力」

を意識した学習活動等を取り入れ、課題解

決に向けた単元構成を工夫した。 

山北町「０歳から 15 歳までの一貫教育・

保育」基本方針では、15 歳のめざす子ども

像として 5 点示されており、このめざす子

ども像の共有と授業研究会、職員研修会の

充実をもって、研究テーマ、学校教育目標、

山北町のめざす子ども像の達成をめざした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜研究構想図＞ 

 

 
２、実践の内容 
（１）評価規準と評価基準を明確にした学 

習単元づくり 

 これまでの校内研究の課題で、教職員も

生徒も、社会で生かせる思考力・判断力・表

現力の具体像の認識に齟齬があったことが

挙げられた。そのため、学習する単元で学ぶ

べき目標を明確にし、評価基準を設定する

ことで、学びの方向が明確になると考えた。 

 そこで今年度は、公開授業を実施する中

で、これまでの評価規準に加え、評価基準を

明記し、まず教職員自身がめざすべき生徒

の具体像を意識することとした。 

 

 

 

 

 

 

 

＜評価規準、評価基準の例 美術科＞ 

 

（２）研究全体会や研修会における評価方 

法の共有 

 評価規準や評価基準、評価を行うための

学習成果物は、これまで各教科担当に委ね

られており、他教科の教職員がどのように

評価を行っているかは不明確であった。そ

のため、今年度は有志職員による放課後の

学び合いの会として、「ちょこっと研修会」

を企画・運営した。内容は評価のみならず、
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書く力を高めるための指導技術や学習支援

を必要としている生徒への関わり方、クイ

ズアプリ「Kahoot!」の使い方など多岐に渡

る。特に「ちょこっと研修会」発足当初は、

主体的に学習に取り組む態度の評価方法や

各教科の振り返りシートの共有など、評価

に傾倒した研修内容を実施した。 

  

３、実践の成果 
（１）評価規準と評価基準を明確にした学   

習単元づくりについて 

学習指導案を作成する過程で、「具体的な

子どもの姿をもとにした授業づくりにつな

がった」という声が聞かれた一方で、「評価

基準の作成が難しい」という声も聞かれた。

今年度の校内研究をとおして評価規準・評

価基準の意味と目的について改めて共有し、

生徒の資質・能力を高め授業実践に生かす

ことができるよう、校内研究会や教職員に

よる研修会をさらに充実させていきたい。 

 

（２）研究全体会や研修会における評価方 

法の共有について 

夏季休業期間に実施した校内研究全体会

において、講師に元帝京大学小学校相談役

の矢野英明氏を招聘し、「思考力・判断力・

表現力等」の評価について学びを深めた。 

研究会では、教職員が２学期以降に実施

する単元の評価基準を設定することで、研

究内容を自分事として捉えられるようにな

った。今後も、研修会等をとおして、評価方

法の工夫と共有について研究を深めたい。 

 

（３）０歳から 15 歳までの一貫教育・保育

の推進について 

 学習指導案に、各学習活動がどのような 

「伝える力」や「受け取る力」を意識した取 

り組みであるのか明記することで、教職員 

自身が「山北スタンダードカリキュラム」を 

意識できるようにした。また、「伝える力」 

や「受け取る力」を生徒が意識できるよう掲 

示物を作成した。机上に掲示している学年 

もあり、生徒が「伝える力」や「受け取る力」 

を意識して学習活動に取り組もうとしてい 

る姿が見られるようになった。また、小学校 

で活用した掲示物を掲示し、生徒は小学校 

での学びを想起しながら学習に取り組むこ 

とができるよう小学校から借用した掲示物 

を中学校で掲示した。生徒からは「うわ、 

なつかしい」「小学校の掲示物ですか」とい 

う声が聞かれた。また、休み時間には掲示物 

を眺めながら友人と談笑する生徒もおり、 

小学校と中学校の学びを接続することにか 

けて、一定の効果があると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

   ＜小学校より借用した掲示物＞ 

 
４、今後の展開 
研究テーマ「社会で生かせる思考力・判断

力・表現力」を育むための授業実践等に継続

して取り組む。 

・「社会で生かせる思考力・判断力・表現力」

の高まりの見とり 

・研究内容により焦点化した学習指導案の

作成や研究協議の実施 

・単元全体をとおした成果と課題の検討 

・「0 歳から 15 歳までの一貫教育・保育」

のより一層の推進 


